
早稲田大学教育学研究科

修士課程入試問題の訂正内容

く外国学生入試国語教育専攻＞

【専門科目・共通】

●問題冊子 11ページ ：〔共通B〕本文18行目

（誤）

ー一世紀、南宋の時に ■ ■ ■ 

（正）

ニニ世紀、南宋の時に ■ ■ ■ 

●問題冊子 12ページ ：〔共通B〕本文1行目～2行目

（誤）

～と言った解すれば

（正）

～と言ったと解すれば

以上
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一．
 

問
題
用
紙
は
「
十
五
枚
」

国 国 国 日 士

文 文 文 本
Je.i、

邑子 た子 ｝ 子 語 研 願
票

研 研 研 巫子 究 f ッ

究 究 究 研 指し

指 指 指 究 導記

導 導 導 指 名 入

導
し
た

五 石 内 松
指志
導願

味 原 山 木 函示

渕
希 | ァ

望し
千 精 正 教記

典 秋 也 声ハ上‘‘ 員入
嗣 名し

た

ヰ，，，、 .ti ノ‘ .tt /‘ ‘ヰ’‘ 

通 通 通 通
D C 8 A 

近 近 中 日
代 代 国 本
文 文 古 語 三→

邑子 だ子立・ 典 学 専

文 解門

＾ 答科学 日
本 ：目
語

き五/̀ ‘ 教
云自 問通

を
題L...

ノ己 で

むヽ

国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
「
専
門
科
目
・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ
き

問
題
」
（
選
択
一
ー
選
択
七
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該
解
答
は

「
O

点
」
と
な
り
ま
す
。

②
「
専
門
科
目
・
共
通
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ
き

問
題
」
（
共
通
A
ー
D
の
い
ず
れ
か
一
問
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当

該
解
答
は
「
0
点
」
と
な
り
ま
す
。

ニ
。
解
答
用
紙
は
、
「
問
題
番
号
」
ご
と
に
一
枚
使
用
す
る
こ
と
。
全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名
・
研
究
指

導
名
・
指
導
教
員
名
、
な
ら
び
に

「問
題
番
号
」
（
例
「
選
択
八
」
・

「共
通
A
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、
は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

（
本
ペ
ー
ジ
含
む
）
、
解
答
用
紙
は
「
二
枚
」
で
す
。
必
ず
枚
数
を
確
認
す
る
こ
と
。

国 国 国 国 国 国 国 国 国 日 国 国 志
文 文 文 文 文 文 文 文 文 本 語 語

研願学 乎子 た子 、子芋 巫子 巫子 巫子 巫子 巫子 語 科 科 西示

研 研 研 研 研 研 研 研 研 卜子 教 教 究 しし
究 究 究 究 究 究 究 究 究 研 ギ自 本自 指し

指 指 指 指 指 指 指 指 指 究 研 研 導記

導 導 導 導 導 導 導 導 導 指 究 究 名入

導 指 指
し

ヽ導 導
た

和 金 石 内 福 新 松 松 菊 幸
指志

五 田 導願
田 味 井 原 山 渕 家 美 本 木 野 田 票

希 l ？ 

渕 望―
敦 景 千 精 句 俊 哲 直 正 雅 国 教記
彦 典 子 秋 也 美 幸 彦 樹 声^ふ 之 広 員入

嗣 子 名し
た

選 選 選 選 選 選 選
択 択 択 択 択 択 択
七 Jヽヽ 五 四

近 中 古 古 古 日 国
代 国 典 典 典 本 語
文 古 文 文 文 語 教 --
巫子 典 足子 た子 ｝ 子 A 子 育 専

文
解門

＾ 答科た子 III II I 日
本 す目

ベ
中 中 上 語 き逼世 古 代 教
文 文 文 ギ自 問択

足子 巫子 巫子 を
題←

＾ 己

で

む
‘~ 

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点

6
0
%
)
と
〔
専
門
科
目
・
共
通
〕

解
答
上
の
注
意

〔
専
門
科
目
〕

【
国
語
教
育
専
攻
】

二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

以
上

（
配
点

4
0
%
)
と
に

ー



r 

NMLKJ ー
二
0
二
四
年
度

一
般
＂
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

一
、
次
の

A
ー

H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

キ
ー
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

「
み
ん
な
い
い
こ
」
読
本

筆
者
想
定
法

調
べ
る
綴
方

知
徳
ノ
啓
発

探
究
的
な
学
習
の
プ
ロ
セ
ス

一
読
総
合
法

「
情
報
の
扱
い
方
」
に
関
す
る
事
項

二
、
次
の
I
¥
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

一
九

0
0年
「
国
語
科
」
成
立
の
背
景
と
ね
ら
い

P
I
S
A
読
解
力
調
査
の
ね
ら
い
と
特
徴

時
枝
誠
記
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

高
校
共
通
必
履
修
科
目
「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」

随
意
選
題
論
争
に
お
け
る
友
納
友
次
郎
の
綴
方
教
育
観

「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
」
と
は
何
か

の
性
格

三
、
児
童
。
生
徒
の
「
不
読
率
」
に
関
す
る
近
年
の
傾
向
を
ふ
ま
え
て
、
あ
な
た
は
国
語
科
に
お
け

る
読
書
指
導
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。
近
年
の
特
徴
的
な
読
書
指
導
の
方
法
等
に
触
れ
な
が

ら
、
対
象
と
す
る
学
校
種
を
明
確
に
し
た
上
で
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

GECA  

HFDB  

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

選
択

し

国
語
教
育

1 』

専
門
科
目
二
選
択
9 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

i

二



9 9 

二

次

の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

M

仮
名
遣
い
の
歴
史
と
「
現
代
仮
名
遣
い
」
の
問
題
点
に
つ
い
て

N

現
代
日
本
語
接
続
表
現
（
接
続
詞
・
接
続
助
詞
・
複
合
的
接
続
表
現
等
を
含
む
）
の

体
系
と
機
能
に
つ
い
て

0

日
本
語
研
究
・
日
本
語
教
育
に
お
け
る
談
話
分
析
研
究
の
有
用
性
に
つ
い
て

三
日
本
語
学
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
。
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
具

体
例
を
交
え
な
が
ら
、
学
問
領
域
・
研
究
対
象
・
研
究
方
法
・
研
究
の
意
義
・
研
究
の
応

用
可
能
性
等
に
つ
い
て
多
角
的
に
述
べ
な
さ
い
。

A

一
語
文

D

ヲ
コ
ト
点

G

と
り
た
て

J
橋
本
進
吉

KHEB  

方あ女連
言い房濁
区づ詞
画ち

L I F C 

日
本
語
学

専
門
科
目
・
選
択
]

修
土
課
程

二
0
二
四
年
度

〔
選
択
二
〕

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

【
国
語
教
育
専
攻
】

一

次

の

A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

（
解
答
の
際
に
は
、

ア
ー
ミ
ー
・
メ
ソ
ッ
ド

『
分
類
語
彙
表
』

和
漢
混
滑
文

社
会
言
語
学

（
解
答
の
際
に
は
、

ぅ
二



三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
史
を
踏
ま
え
、
古
典
文
学
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
（
解
答
用

紙
一

0
行
以
内
）
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

(

E

)

雄
略
天
皇

(

I

)

七
夕
歌

(

F

)

洪
水
神
話

(
J
)
風
土
記
逸
文

(

G

)

高
橋
虫
麻
呂

(

K

)

延
喜
式
祝
詞

〔
選
択
三
〕

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の
(

A

)

S

(

D

)

の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

(

A

)

『
古
事
記
』
中
巻
の
構
成

(

B

)

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
「
一
書
日
」

(

C

)

「
風
土
記
」
の
編
纂
事
業

(

D

)

初
期
万
葉
歌
の
特
徴

二
、
次
の
(

E

)

1

(

K

)

の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
以
内
）
説
明
し
な

さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

r 

古
典
文
学
(

I

)

専
門
科
目
。
選
択

二
0
二
四
年
度

修
土
課
程

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
＂
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

【
国
語
教
育
専
攻
】

9 9 

(

H

)

国
見
歌

（
上
代
文
学
問
題
、
以
上
）

4
 



之

二
、
次
の

(

E

 

(

H

 

(

K

 

文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。

て r 

古
典
文
学
(

n

)

中
古
文
学

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

次
の
(

A

)

1

(

D

)

の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(

A

)

『
伊
勢
物
語
』
と
古
注
釈

(

B

)

『
紫
式
部
日
記
』
の
特
質

(

C

)

『
源
氏
物
語
』
と
漢
詩
文

(

D

)

『
源
氏
物
語
』
の
享
受

(

E

)

1

(

M

)

の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

）
『
う
つ
ほ
物
語
』

(

F

)

『
後
撰
和
歌
集
』

(

G

)

『
落
窪
物
語
』

)
『
大
和
物
語
』

(

I

)

『
和
泉
式
部
日
記
』
(
J
)
『
蜻
蛉
日
記
』

）
藤
原
定
子

(

L

)

草
子
地

(

M

)

平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
召
人

―
―
-
、
中
古 選

択

四

L-—‘ 

『

専
門
科
目
・
選
択
9 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

二
0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

↑
 



⑩

野

守

鏡

⑨

増

鏡

⑧

沙

石

集

⑦

保

元

物

語

⑥
 

⑤

神

道

集

④
 

無

名

抄

③
 

た

ま

き

は

る

後

鳥

羽

院

御

口

伝

②

愚

管

抄

①

百

人

秀

歌

二

、

次

の

①

ー

⑩

の

中

か

ら

7
叫
『
を
選
択
し
て
、

⑧

古

筆

切

研

究

に

つ

い

て

⑦

天

皇

家

と

勅

撰

和

歌

集

に

つ

い

て

簡

潔

に

説

明

し

な

さ

い

。

⑥

古

今

伝

授

に

つ

い

て

⑤

教

訓

書

の

文

学

史

的

展

開

に

つ

い

て

④
 

『
平
家
物
語
』

の

成

立

に

つ

い

て

③

題

詠

歌

と

本

意

に

つ

い

て

②
 

①
 

鎌

倉

，

前

期

の

政

治

と

文

学

に

つ

い

て

中

世

の

都

と

地

方

の

文

学

に

つ

い

て

一

、

次

の

①

＼

⑧

の

中

か

ら

二

題

を

選

択

し

て

、

詳

し

く

論

述

し

な

さ

い

。

〔
選
択
五
〕

古

典

文

学

(

m

)

 

中

世

文

学

1 9 

専
門
科
目
＂
選
択

9 9 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

二
0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

／
 



文
者
、
太
守
也
。
太
守
謂
誰
、
鷹
陵
歌
陽
脩
也
。

山
水
之
築
、
得
之
心
、
而
寓
之
酒
也
。

飲
少
輯
酔
、

口
〔
選
択
六
〕

9 i 二
0
二
四
年
度

中
国
古
典
文
学

次
の
文
は
宋
・
欧
陽
脩
「
酔
翁
亭
記
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

環
餘
皆
山
也
。
其
西
南
諸
峰
、
林
堅
尤
美
。
望
之
蔚
然
而
深
秀
者
、
瑕
那
也
。
山
行
六
七
里
、

漸
聞
水
整
漏
涸
、
而
漑
出
於
雨
峰
之
間
者
、
醸
泉
也
。
峰
同
路
轄
有
亭
、
翼
然
臨
干
泉
上
者
、

酔
翁
亭
也
。
作
亭
者
誰
、
山
之
僧
智
傷
也
。
名
之
者
誰
、
太
守
自
謂
也
。
太
守
典
客
束
飲
干
此
、

而
年
又
最
高
、
故
自
琥
日
酔
翁
也
。
酔
翁
之
意
、

…
中
略
：
・
巳
而
夕
陽
在
山
、

賓
客
従
也
。
樹
林
陰
撃
、
鳴
整
上
下
、
遊
人
去
、
而
禽
鳥
築
也
。
然
而
禽
鳥
知
山
林
之
栗
、
而

不
知
人
之
栗
。
(

e

l

太
守
遊
而
築
、
而
不
知
太
守
之
栗
其
栗
也
。
酔
能
同
其
楽
、

9

〔
設
問
一
〕
傍
線
①
「
太
守
：
…
・
酒
也
」
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
二
〕
傍
線
②
「
人
知
：
…
守
也
」
に
つ
い
て
、

3
．
⑱
二
つ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

ヽ
ー
ノ
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A
す
べ
て
平
仮
名
に
よ
る
書
き
下
し
文
、
ま
た
は
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
排
音
）
表
記
に
改
め
よ
。

（
 

ヽ
~CB

ロ
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
三
〕
作
者
欧
陽
脩
の
文
学
史
的
功
績
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

戸
次
の
ア
ー
オ
の
中
か
ら
―
つ
を
選
択
し
、

を
記
し
な
さ
い
。

□
次
の
(

A

)

¥

(

J

)

に
説
明
し
な
さ
い
。

(

A

)

「
離
騒
」

(

E

)

『
捜
神
記
』

(

I

)

「
鶯
鶯
伝
」

そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

ア
「
文
言
」
と
「
白
話
」
の
文
体
的
相
違
に
つ
い
て

イ
「
詩
言
志
」
に
つ
い
て

ウ
科
挙
と
詩
に
つ
い
て

エ
「
漢
文
」
が
「
国
語
」
に
含
ま
れ
る
理
由
に
つ
い
て

オ
日
本
漢
詩
文
が
も
つ
国
語
教
材
と
し
て
の
意
味
に
つ
い
て

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

(

B

)

『
文
選
』

(

C

)

漢
賦

(

F

)

韓
愈

(

G

)

蘇
試

(
J
)
胡
適
『
白
話
文
学
史
』

問
題

専
門
科
目
＂
選
択

9 9 

(

D

)

閾
怨
詩

(

H

)

『
康
熙
字
典
』

人
影
散
飢
、
太
守
帰
、

不
在
酒
、
在
乎
山
水
之
間
也
。

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
：
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

而

rl 



二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
腕
敦
育
学
研
究
腐

修
土
課
程
一
毅
。
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

[
専
門
科
目
。
選
択
]
〖
国
胴
敦
育
専
宣
〗

[
選
択
七
]
近
代
文
学

日
本
の
近
代
文
学
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

二

次

の

(

A

)

ー

(

E

)

の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
て
論
じ
な
さ
い
。

(

A

)

新
体
詩
に
つ
い
て

(

B

)

新
感
覚
派
の
文
学
に
つ
い
て

(

C

)

日
本
浪
曼
派
に
つ
い
て

(

D

)

私
小
説
に
つ
い
て

(

E

)

日
本
近
代
文
学
と
メ
デ
ィ
ア
研
究
に
つ
い
て

次
の
(

A

)

ー

(

G

)

の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

（
「
」
は
作
品
名
、
『
』
は
雑
誌
名
を
示
す
）

(

A

)

樋
ロ
一
葉

(

B

)

「
別
れ
た
る
妻
に
送
る
手
紙
」

(

C

)

『
三
田
文
学
』

(

D

)

有
島
武
郎

(

E

)

「
蟹
工
船
」

(

F

)

『
新
青
年
』

(

G

)

「
街
と
そ
の
不
確
か
な
壁
」

八
了



す
る
研
究
で
、

表 3-1 一般語、オノマトペ、非言語音の言語性

次
の
文
章
は
、
今
井
む
つ
み
・
秋
田
喜
美
『
言
語
の
本
質
・
~
こ
と
ば
は
ど
う
生
ま
れ
、
進
化
し
た
か
ー
』
（
二

0
二
三
年
五
月

中
公
新
書
）
の
第
3
章
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
言
語
か
」
の
ま
と
め
部
分
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。
）

こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1
ー

本
章
で
は
、
広
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
言
語
の
十
大
原
則
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
機
能
、
意
味
性
、
超

訃

継

承

性

、

習

得

可

能

性

211Il、
離
散
性
、
恣
意
性
、
二
重
性
ー
を
オ
ノ
マ
ト
ペ
が

A

I

 

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
言
語
か
」
と
い
う
問
い
を
考
え
た
。

本
章
で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
表
3
,
1
の
よ
う
に
な
る
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
一
般
語
だ
け
で
な
く
、
明
ら

か
に
言
語
で
は
な
い
、
口
笛
、
咳
払
い
、
音
真
似
、
泣
き
声
な
ど
の
非
言
語
音
と
比
較
し
て
考
察
し
た
。
ロ

笛
と
咳
払
い
に
つ
い
て
は
、
通
常
は
個
人
的
な
活
動
で
あ
る
も
の
の
、
特
定
の
場
面
に
お
い
て
は
感
心
や
警

告
を
示
す
と
い
う
明
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
i
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
能
、
意
味
性
、
咳
払
い
に
つ
い
て
は
継
承
性
に
も
「

x
」
と
「

0
」
の
両
方
を
並
べ
て
あ
る
。
オ
ノ
マ

ド
ペ
は
、
ア
イ
コ
ン
性
と
恣
意
性
を
体
系
的
に
兼
ね
備
え
て
い
る
た
め
、
恣
意
性
と
二
重
性
に
「
△
」
を
添

え
て
い
る
。
な
お
、
明
確
な
結
論
が
得
に
く
い
た
め
に
考
察
対
象
か
ら
外
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
空
欄
と
な

っ
て
い
る
。

表
3
,
1
を
見
れ
ば
、
口
笛
、
音
真
似
な
ど
と
比

較
し
て
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
明
ら
か
に
多
く
の
言
語
的

特
徴
を
満
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

2
0
0
0
年
代

ヽ

以
降
に
は
、
言
語
学
の
中
で
、
そ
も
そ
も
言
語
は
恣

意
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ソ
ジ
ュ
ー
ル
・

ホ
ケ
ッ
ト
の
考
え
に
反
対
す
る
考
え
が
次
々
に
表
明

さ
れ
て
き
て
お
り
、
言
語
が
身
体
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
示
す
実
証
デ
ー
ク
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
言
語
の
恣
意
性
と
い
う
ゴ
ー
ル

ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
自
体
が
揺
ら
ぎn
ゴ
弓
司3紋
ぶ
~

咬
匹
以
双
Y
と
い
う
理
論
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

数
多
く
存
在
す
る
実
証
デ
ー
タ
の
中
で
、
と
く
に

こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
の
が
℃
つ
り
り
訊
認
虫
司

：

を

明

ら

か

に

し

た
一
連
の
研
究
と
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
脳
内
処
理
に
関

ど
ち
ら
も
筆
者
（
今
井
）
が
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。

言
語
は
身
体
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
と
っ
て
、
言
語
的
な
特
徴
を
多
く
持
ち
な
が
ら
、
言
語

で
な
い
要
素
も
あ
わ
せ
も
っ
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
性
質
は
う
ま
く
合
致
す
る
。
言
語
の
身
体
性
を
ど
こ
ま

で
も
強
調
し
て
い
く
と
、
「
言
語
の
す
べ
て
が
身
体
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
行
き
着
き

そ
う
だ
。
た
だ
「
は
じ
め
に
」
で
は
っ
き
り
述
べ
た
よ
う
に
、
言
語
は
あ
く
ま
で
も
極
度
に
抽
象
的
な
記
号

の
体
系
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
す
る
と
、
身
体
と
、
言
語
と
い
う
抽
象
的
な
記
号
の
体
系
の

間
を
、
何
か
で
埋
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
冒
頭
で
投
げ
か
け
た
問
い
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
発
生
当
初
か
ら
言
語
は
こ
の
よ
う
に
、
抽
象

的
で
複
雑
で
巨
大
な
ジ
ス
テ
ム
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
子
ど
も
も
当
初
か
ら
巨
大
な
シ
ス
テ
ム
を
持
っ

て
い
る
は
ず
が
な
い
。
子
ど
も
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
最
初
に
覚
え
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
言
語
が
記
号

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
意
味
を
持
っ
た
巨
大
な
ジ
ス
テ

ム
を
習
得
し
、
自
分
の
身
体
の
一
部
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
言
語
の
特
徴
を
持
ち
な
が
ら
身
体
に
つ
な
が
り
、
恣
意
的
で
あ
り
な
が
ら
も

ア
イ
コ
ン
性
を
持
ち
、
離
散
的
な
性
質
を
持
ち
な
が
ら
も
連
続
性
を
持
つ
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
徴
は
、

ミ
ジ
ジ
ン
グ
リ
ン
ク
を
埋
め
る
有
望
な
ピ
ー
ス
と
な
る
。
言
語
の
進
化
に
お
い
て
も
、
今
を
生
き
る
子
ど
も

一般語 オノマトペ 口笛 咳払い 音真似 泣き声

コミュニケー

゜゜
x/0 x/O 

ション機能

意味性

゜゜
x/0 x/O X X 

巴四：

゜゜
X X ， 

継承性

゜゜゜
x/0 X 

~ ~ ~ 

習得可能性

゜゜生産性

゜゜
X X X X 

経済性

゜゜
X X X X 

離散性

゜゜
X X X X 

恣意性

゜
△ X X X X 

二重性

゜
△ X X X X 

〔
共
通

A〕

日
本
語
学

（
含
日
本
語
教
育
）

松
木
正
恵

r--, 

専
門
科
目

鬱

共
通
L.....J 

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

＿o
 ＿四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

り



問
7

問
6

問
5

問
4

問
3

問
2

＿

D

＿
に
入
る
二
字
漢
語
を
考
え
な
さ
い
。

「
言
語
の
十
大
原
則
」

散
性
」

に
つ
い
て
、

賃

部

5

の
う
ち
、
傍
線
部
1

「
超
越
性
」
．
傍
線
部
2

「
生
産
性
」
．
傍
線
部
3

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
と
し
て
の
特
徴
を
、
具
体
例
等
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

「
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、

ア
イ
コ
ン
性
と
恣
意
性
を
体
系
的
に
兼
ね
備
え
て
い
る
」

の
ど
の
よ
う
な
特
質
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
か
。
具
体
例
を
挙
げ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な
さ
い
。

,

6

「
そ
も
そ
も
言
語
は
恣
意
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ソ
シ
ュ
ー
ル
・
ホ
ケ
ッ
ト
の
考
え
」
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。

問
1

婆

部

B

「
言
語
は
身
体
的
で
あ
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
本
文
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
説
明
し
な
さ
い
。

波
線
部
C

「
子
ど
も
の
言
語
習
得
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
役
割
」

述
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

自
分
の
考
え
を
自
由
に
述
べ
な
さ
い
。

波
懇
部
A

「
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
言
語
か
」

「―-·— 

！ ， ジェスチャー オノマトペ 一般言語

9
し

高

高

低

低

身体性
',, ' 

アイコン性ーー→

抽象性 ~ 

低

低

高

専
門
科
目

と
い
う
問
い
か
け
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
な
さ
い
。

恣意性ー~ 高

一一言語

図 3-2 身体と一般言語をつなぐオノマトベ

h i 

。
共
通
9 9 

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

修
土
課
程

＿o
 ＿四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

の
言
語
の
習
得
に
お
い
て
も
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、

言
語
が
身
体
か
ら
発
し
な
が
ら
身
体
を
離
れ
た

抽
象
的
な
記
号
の
体
系
へ
と
進
化
・
成
長
す
る

つ
な
ぎ
の
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
（
図

3
,
2
)
。

実
際
、
筆
者
（
今
井
）
が

2
¥
3
歳
の
子
ど

も
と
そ
の
親
と
の
や
り
と
り
を
観
察
し
た
研
究

で
は
、
親
は
そ
の
場
に
あ
る
も
の
よ
り
も
、
な

い
も
の
を
言
い
表
す
際
に
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
や
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
多
く
用
い
た
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
と

あ
る
種
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
は
、
と
も
に
ア
イ
コ

ン
的
な
記
号
で
あ
る
。
親
の
こ
う
し
た
行
動
は
、

対
象
と
の

E
』
性
を
頼
り
に
、
子
ど
も
を
イ

い
ざ
な

マ
・
コ
コ
を
超
え
た
世
界
へ
と
誘
う
の
だ
。

以
上

「
経
済
性
」
．
傍
線
部
4

「離

と
あ
る
が
、

こ
れ
は
オ
ノ
マ
ト
ペ

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
。

本
文
の
記

{D 



語
』
子
竿
篇
）
。

か

し

か

つ

と

彼
こ
に
葛
（
ク
ズ
）
を
采
る
、

彼
こ
に
蓋
（
カ
ヮ
忍
n

モ
ギ
）
を
采
る
、

彼
こ
に
文
言
モ
ギ
）
を
采
る
、

ぁ

一
日
見
わ
ざ
れ
ば
、

詩
集
『
詩
経
』

の
な
か
の

〔
共
通

B
〕

中
国
古
典
文
学

次
の
文
章
（
川
合
康
三
「
古
い
は
新
し
い
、
新
し
い
は
古
い
」
、
『
中
国
古
典
文
学
紡
裡
』
所
収
）
を
読
み
、
後
の
周
い
に
答
え

な
さ
い
。

「
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。
何
か
を
ひ
た
す
ら
待
っ
て
い
る
時
、
そ
の
時
間
は
客
観
的

に
計
測
さ
れ
る
時
間
よ
り
も
ず
っ
と
長
く
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
「
一
日
千
秋
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
中
国
の
最
も
古
い

「
采
葛
」
ー
ー
ク
ズ
を
採
る
ー
ー
と
い
う
歌
か
ら
出
て
い
る

三
月
の
如
し
。

一
日
見
わ
ざ
れ
ば
、
三
秋
の
如
し
。

一
日
見
わ
ざ
れ
ば
、
三
歳
の
如
し
。

素
朴
な
歌
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
単
純
な
繰
り
返
し
の
な
か
に
も
「
三
月
」
、
ニ
ニ
秋
」
、
「
三
歳
」
と
し
だ
い
に
長
い

時
間
に
す
り
替
わ
っ
て
い
く
の
は
、
待
ち
望
む
気
持
ち
が
い
よ
い
よ
募
っ
て
い
く
変
化
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
葛
」
、
「
置
、
「
文
」
と
展
開
し
て
い
く
植
物
も
、
香
り
が
い
っ
そ
う
強
く
な
る
と
か
、
何
か
の
漸
増
的
変
化
を
伝

え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

紀
元
前
六
、
七
世
紀
に
編
ま
れ
た
、
そ
れ
ゆ
え
唱
わ
れ
て
い
た
の
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
古
い
古
い
歌
の
こ
と
ば
が
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
今
の
日
本
語
の
な
か
に
も
生
き
て
い
る
と
い
う
の
は
、
考
え
て
み
れ
ば
驚
く
べ
き
こ
と
だ
。
同
じ

こ
と
ば
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
あ
ら
わ
す
人
の
こ
こ
ろ
の
あ
り
か
た
も
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
詩
を
素
手
で
読
め
ば
、
会
え
な
い
異
性
を
恋
い
慕
う
思
い
を
唱
っ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
、
ご
く
自
然
で
あ
ろ

①
 

う
。
草
摘
み
も
恋
の
歌
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な
解
釈
は
そ
う
で
は
な
い
。
前
漢
の
注
釈
で
あ
る

毛
伝
、
お
よ
び
そ
れ
を
承
け
た
後
漢
・
鄭
玄
の
注
（
両
者
を
「
古
注
」
と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
出
張
し
た
家
臣

が
留
守
中
に
自
分
が
誹
謗
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
詩
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
乱
れ
た
官
界
に
対
す
る
批
判
を
こ
め
て
い
る

と
い
う
。
―
一
世
紀
、
南
宋
の
時
に
書
か
れ
た
朱
窯
の
注
（
「
新
注
」
）
は
、
『
詩
経
』
の
多
く
の
詩
篇
を
恋
の
歌
と
し

て
解
釈
し
な
お
し
て
い
る
が
、
こ
の
詩
に
関
し
て
は
「
古
注
」
と
さ
し
て
違
い
は
な
い
。

こ
う
し
た
過
去
の
注
釈
は
、
私
た
ち
に
は
無
理
な
こ
じ
つ
け
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
付
け
を

施
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
『
詩
経
』
は
「
詩
の
経
典
」
、
つ
ま
り
文
学
の
規
範
と
し
て
権
威
づ
け
ら
れ
、
今
日
ま
で
滅
び

る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
。
儒
家
の
理
念
が
士
大
夫
の
文
学
を
支
配
し
た
中
国
で
は
、
文
学
も
道
徳
的
、
政

治
的
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
色
恋
の
歌
は
そ
れ
だ
け
で
は
湮
滅
し
て
し
ま
う
の
が
常
な
の
だ
か
ら
。

気
持
ち
し
だ
い
で
時
間
は
長
く
も
短
く
も
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
、
人
の
こ
こ
ろ
と
時
間
の
関
係
が
、
「
一
日
三
秋
」

も
し
く
は
「
一
日
千
秋
」
と
い
う
四
字
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
（
い
ず
れ
も
音
律
は
仄
仄
平
平
と
い
う
落
ち
着
い
た

配
置
を
も
つ
）
、
こ
こ
ろ
と
空
間
の
関
係
に
つ
い
て
語
る
例
も
あ
る
。
『
論
語
』
の
な
か
に
引
か
れ
て
い
る
「
逸
詩
」
、

つ
ま
り
『
詩
経
』
に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
詩
篇
に
、
こ
ん
な
句
が
あ
る
。

正
に
爾
を
思
わ
ざ
ら
ん
や
、
室
の
是
れ
遠
け
れ
ば
な
り
」
。
ー
ー
君
の
こ
と
を
思
わ
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
た
だ

家
が
遠
す
ぎ
る
の
だ
。
そ
れ
に
対
す
る
孔
子
の
こ
と
ば
は
、
「
未
だ
こ
れ
を
思
わ
ざ
る
な
り
。
そ
れ
何
の
遠
き
か
こ
れ

有
ら
ん
」
。

I
I思
っ
て
な
ど
い
な
い
の
だ
、
（
本
当
に
思
っ
て
い
れ
ば
）
遠
い
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
は
し
な
い

こ
の
条
も
昔
の
注
は
堅
苦
し
い
意
味
を
読
み
取
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
原
文
だ
け
素
直
に
読
め
ば
、
恋
人
を
鬱
陶
し

く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
男
が
、
住
ま
い
が
離
れ
て
い
る
こ
と
を
い
い
わ
け
に
し
て
会
え
な
い
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
読

（
内
山
精
也
）
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め
る
。

を
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

の
句
を
、
孔
子
は
ど
の

そ
れ
に
対
し
て
孔
子
が
「
気
持
ち
が
な
い
だ
け
だ
。
愛
し
て
い
れ
ば
距
離
な
ん
て
問
題
じ
ゃ
な
い
」
と
言
っ
た

解
す
れ
ば
、
孔
子
も
な
か
な
か
に
男
女
の
機
微
に
通
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
恋
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
時
間
の
み
な

ら
ず
、
空
間
も
伸
縮
自
在
だ
。
強
い
思
い
は
距
離
を
縮
め
、
思
い
が
薄
れ
た
ら
遠
い
も
の
に
な
る
。
近
年
の
流
行
歌
、

「
五
番
街
の
マ
リ
ー
ヘ
」
（
阿
久
悠
作
詞
）
で
は
も
う
少
し
複
雑
な
思
い
が
唱
わ
れ
て
い
る
。
「
五
番
街
は
近
い
け
れ
ど
、

と
て
も
遠
い
と
こ
ろ
」
。
実
際
に
は
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
て
も
、
過
去
に
「
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
た
」
マ
リ
ー
の
住
む
五

番
街
は
、
気
に
な
り
な
が
ら
自
分
で
は
尋
ね
て
行
け
な
い
「
遠
い
」
所
な
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
「
一
日
千
秋
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
が
そ
の
こ
と
ば
を
使
う
時
、
「
ほ
ん
と
う
に
」
一
日
を
千

年
の
よ
う
な
長
さ
に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
時
間
が
長
く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
は
確
か
に
あ
る
。
そ
ん
な
感

じ
が
生
じ
た
時
、
私
た
ち
は
「
一
日
千
秋
」
と
い
う
こ
と
ば
と
結
び
つ
け
、
そ
れ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
感
情

を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
私
た
ち
自
身
が
抱
く
漠
然
と
し
た
気
持
ち
は
、
既
存
の
語
彙
を
借
り
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
か
な
、
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
感
情
と
し
て
定
着
す
る
。
こ
と
は
「
一
日
千
秋
」
と
い
っ
た

成
語
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
が
こ
こ
ろ
に
抱
く
感
情
、
思
考
、
そ
れ
を
精
神
生
活
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
れ

②
 

ば
、
私
た
ち
の
百
神
生
活
は
こ
れ
ま
で
に
用
意
さ
れ
て
き
た
こ
と
ば
、
そ
し
て
ま
た
こ
と
ば
の
系
み
合
わ
せ
に
よ
っ
作

ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
表
現
、
そ
う
し
た
も
の
を
枠
組
み
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
も
し
こ
と
ば
が
な
か
っ
た
ら
、

動
物
の
よ
う
な
本
能
が
な
い
か
ぎ
り
、
人
間
に
は
ど
の
よ
う
な
行
き
方
が
可
能
か
、
想
像
す
ら
で
き
な
い
。
私
た
ち
の

精
神
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と
ば
は
、
文
化
と
絡
み
合
い
な
が
ら
、
過
去
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
な
の
だ
。
過
去

を
切
り
離
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
、
人
間
に
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
後
略
）

〔
問
一
〕
『
詩
経
』
「
采
葛
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
傍
線
①
「
伝
統
的
な
解
釈
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
あ
る
が
、

m伝

統
的
解
釈
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
し
た
上
で
、
切
現
代
的
解
釈
と
大
き
な
違
い
が
生
じ
た
原
因

〔
問
二
〕
『
詩
経
』
の
「
逸
詩
」
、
「
登
に
爾
を
思
わ
ざ
ら
ん
や
、
室
の
是
れ
遠
け
れ
ば
な
り
」

よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
、
本
文
の
内
容
を
踏
ま
え
て
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

〔
問
三
〕
傍
線
②
「
私
た
ち
の
精
神
生
活
．．．．．． 
営
ま
れ
て
い
る
」
は
、
現
代
の
我
々
が
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
関
わ

ら
ず
、
言
語
文
化
の
伝
統
に
取
り
込
ま
れ
つ
つ
、
感
じ
た
こ
と
思
考
し
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
、
と
い
う
言

葉
の
力
学
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
の
力
学
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
、
あ
な
た
自
身
の

考
え
を
述
べ
な
さ
い
。
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【
共
通
C】
＼

（

石

原

千

秋

）

以
下
に
示
す
の
は
夏
目
漱
石
『
門
』
(
-
九
一

0
年
）

に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

①
こ
の
夫
婦
の
関
係
。

②
文
字
が
わ
か
ら
な
く
な
る
よ
う
な
状
態
を
一
例
と
し
た
、
宗
助
の
精
神
状
態

よ

あ

そ

う

す

け

さ

つ

き

ざ

ぷ

と

ん

宗
助
は
先
刻
か
ら
縁
側
へ
坐
蒲
団
を
持
ち
出
し
て
、
日
当
り
の
好
さ
そ
う
な
所
へ
気
楽
に
胡
坐

を
か
い
て
み
た
が
、
や
が
て
手
に
持
っ
て
い
る
雑
誌
を
放
り
出
す
と
共
に
、
ご
ろ
り
と
横
に
な
っ

ぁ
告
び
よ
り

た
。
秋
日
和
と
名
の
つ
く
程
の
上
天
気
な
の
で
、
往
来
を
行
く
人
の
下
駄
の
麒
炉
、
静
か
な
町
だ

ひ
じ
ま
く
ら

け
に
、
朗
ら
か
に
聞
え
て
来
る
。
肱
枕
を
し
て
軒
か
ら
上
を
見
上
る
と
、
奇
麗
な
空
が
一
面
に
配

ね

＜
澄
ん
で
い
る
。
そ
の
空
が
自
分
の
痣
て
い
る
縁
側
の
窮
屈
な
寸
法
に
較
べ
て
み
る
と
、
非
常
に

ゅ
っ

広
大
で
あ
る
。
~
た
ま
の
日
曜
に
こ
う
し
て
緩
く
り
空
を
見
る
だ
け
で
も
大
分
違
う
な
と
思
い
な
が

ま

ゅ

し

ば

ら

く

ま

ば

ら
、
眉
を
寄
せ
て
、
＇
：
ぎ
ら
ぎ
ら
す
る
日
を
少
時
見
詰
め
て
い
た
が
、
眩
し
く
な
っ
た
の
で
、
今
度

は
ぐ
る
り
と
痣
返
り
を
し
て
障
子
の
方
を
向
い
た
。
障
子
の
中
で
は
細
君
が
即
年
を
し
て
い
る
。

「
お
い
、
好
い
天
気
だ
な
」
と
話
し
掛
け
た
。
細
君
は
、

「
え
え
」
と
云
っ
た
な
り
で
あ
っ
た
。
宗
助
も
別
に
話
が
し
た
い
訳
で
も
な
か
っ
た
と
見
え
て
、

そ
れ
な
り
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
今
度
は
細
君
の
方
か
ら
、

し

し

か

た

だ

「
ち
っ
と
散
歩
で
も
為
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
云
っ
た
。
然
し
そ
の
時
は
宗
助
が
唯
う
ん
と
云
う

生
返
事
を
返
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。ガ

ラ
ス

二
三
分
し
て
、
細
君
は
障
子
の
硝
子
の
所
へ
顔
を
寄
せ
て
、
縁
側
に
痣
て
い
る
夫
の
姿
を
鵬
ぃ

り

よ

う

ひ

ざ

｀

え

び

て
見
た
。
夫
は
ど
う
云
う
了
見
か
両
膝
を
曲
げ
て
海
老
の
様
に
窮
屈
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て

は
さ

両
手
を
組
み
合
わ
し
て
、
そ
の
中
へ
黒
い
頭
を
突
っ
込
ん
で
い
る
か
ら
、
肱
に
挟
ま
れ
て
顔
が
ち

っ
と
も
見
え
な
い
。

あ

な

た

「
貴
方
そ
ん
な
所
へ
痣
る
と
風
邪
引
い
て
よ
」
と
細
君
が
注
意
し
た
。
細
君
の
言
葉
は
東
京
の
様

な
、
東
京
で
な
い
様
な
、
現
代
の
女
学
生
に
共
通
な
一
種
の
調
子
を
持
っ
て
い
る
。

宗
助
は
両
肱
の
中
で
大
き
な
眼
を
ば
ち
ば
ち
さ
せ
な
が
ら
、

「
｛
昧
や
せ
ん
、
大
丈
夫
だ
」
と
小
声
で
答
え
た
。

ゴ
ム
ぐ
る
ま
＊

そ
れ
か
ら
又
静
か
に
な
っ
た
。
外
を
通
る
護
諜
車
の
ベ
ル
の
音
が
二
三
度
鳴
っ
た
後
か
ら
、
遠

に

わ

と

り

と

き

く
で
鶏
の
時
音
を
つ
く
る
声
が
聞
え
た
。
宗
助
は
仕
立
卸
し
の
紡
績
翫
の
釈
四
へ
、
町
図
と
氾
み

あ

た

た

か

｝

シ

ャ

ッ

む

さ

あ

じ

わ

込
ん
で
来
る
光
線
の
暖
味
を
、
概
衣
の
下
で
貪
ほ
る
程
味
い
な
が
ら
、
表
の
音
を
聴
く
と
も
な
く

聴
い
て
い
た
が
、
急
に
思
い
出
し
た
様
に
、
障
子
越
し
の
細
君
を
呼
ん
で
、

「
御
米
、
近
来
の
近
の
字
は
ど
う
書
い
た
つ
け
ね
」
と
尋
ね
た
。
細
君
は
別
に
知
れ
た
様
子
も
な

く
、
若
い
女
に
特
有
な
け
た
た
ま
し
い
笑
声
も
立
て
ず
、

お

う

み

、

、

「
近
江
の
お
う
の
字
じ
ゃ
な
く
つ
て
」
と
答
え
た
。

、

、

「
そ
の
近
江
の
お
う
の
字
が
分
ら
な
い
ん
だ
」

細
君
は
立
て
切
っ
た
障
子
を
半
分
ば
か
り
開
け
て
、

先
で
近
の
字
を
縁
側
へ
書
い
て
見
せ
て
、

「
こ
う
で
し
ょ
う
」

っ
た
空
を
一
し
き
り
眺
め
入
っ
た
。
宗
助
は
細
君
の
顔
も
見
ず
に
、

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
」
と
云
っ
た
が
、
冗
談
で
も
な
か
っ
た
と
見
え
て
、

細
君
も
近
の
字
は
ま
る
で
気
に
な
ら
な
い
様
子
で
、

「
本
当
に
好
い
御
天
気
だ
わ
ね
」
と
半
ば
独
り
言
の
様
に
云
い
な
が
ら
、

し

「

】

と

裁
縫
を
始
め
た
。
す
る
と
宗
助
は
肱
で
挟
ん
だ
頭
を
少
し
即
げ
て
、

「
ど
う
も
字
と
云
う
も
の
は
不
思
議
だ
よ
」
と
始
め
て
細
君
の
顔
を
見
た
。

な

ぜ

「
何
故
」

「
何
故
っ
て
＼
幾
何
容
易
い
字
で
も
、
こ
り
ゃ
変
だ
と
思
っ
て
疑
ぐ
り
出
す
と
分
ら
な
く
な
る
。

こ
の
間
も
今
日
の
今
の
字
で
大
変
迷
っ
た
。
紙
の
上
へ
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
見
て
、
じ
っ
と
眺
め
て

二
ん

い
る
と
、
何
だ
か
違
っ
た
様
な
気
が
す
る
。
仕
舞
に
は
見
れ
ば
見
る
程
今
ら
し
く
な
く
な
っ
て
来

お

ま

い

る
°
|
ー
御
前
そ
ん
な
事
を
経
験
し
た
事
は
な
い
か
い
」

「
ま
さ
か
」

お
れ

「
己
だ
け
か
な
」
と
宗
助
は
頭
へ
手
を
当
て
た
。

「
貴
方
ど
う
か
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
よ
」

せ

「
や
っ
ぱ
り
神
経
衰
弱
の
所
為
か
も
知
れ
な
い
」よ

う
や

「
そ
う
よ
」
と
細
君
は
夫
の
顔
を
見
た
。
夫
は
漸
く
立
ち
上
っ
た
。

b i 

と
云
っ
た
ぎ
り
、

専
門
科
目
.. 

の
冒
頭
部
で
す
。

物
指
の
先
を
、

共
通
1,  

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

こ
れ
を
読
ん
で
、

次
の
こ
と

敷
居
の
外
へ
長
い
物
指
を
出
し
て
、

そ
の

字
の
留
っ
た
所
へ
置
い
た
な
り
、
澄
み
渡

わ
ら
い

別
に
笑
も
し
な
か
っ
た
。

障
子
を
開
け
た
ま
ま
又

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

＿o
 ＿四
年
度

(3 



次
に
示
す
の
は
、
泉
鏡
花
「
眉
か
く
し
の
霊
」
（
『
苦
楽
』
一
九
二
四
年
五
月
）

は
、
山
あ
い
の
寂
し
い
宿
屋
で
、
料
理
人
の
「
伊
作
」
と
親
し
く
な
っ
た
。
「
境
」

な
が
ら
も
、
た
び
た
び
奇
妙
な
で
き
ご
と
が
起
こ
る
こ
と
を
誇
し
く
感
じ
て
い
る
。

、。し

し
ら

9
ぎ

ご

い

さ

ざ

「
ど
っ
ち
で
す
、
白
鷺
か
ね
、
五
位
鷺
か
ね
」

「
え
え
ー
ど
っ
ち
も
で
ご
ざ
い
ま
す
な
。
両
方
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
」

料
理
番
の
伊
作
は
来
て
、
窓
下
の
戸
ぎ
わ
に
、
が
ッ
し
リ
腕
組
を
し
て
、
う
し
ろ
向
き
に
立
っ
て
言
っ
た
。

「
む
こ
う
の
山
口
の
大
林
か
ら
下
り
て
来
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」

こ

と

ぼ

う

る

し

言
の
中
に
も
顕
わ
れ
る
、
雪
の
降
リ
や
ん
だ
、
そ
の
雲
の
一
方
は
漆
の
ご
と
く
森
が
黒
い
。

ふ

な

ひ

れ

「
不
断
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

．．．．．． 
こ
の
、
旦
那
、
池
の
水
が
涸
れ
る
と
こ
ろ
を
狙
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
鯉
も
鮒
も
半
分
鰭
を
出
し

て
、
あ
が
き
が
つ
か
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
j

「
り
こ
う
な
奴
だ
ね
」

「
馬
鹿
な
人
間
は
困
っ
ち
ま
い
ま
す
ー
魚
が
か
わ
い
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
・
・
・
・
・
・
そ
う
か
と
言
っ
て
、
夜
一
夜
、
立
ち
番
を
し
て
も
お
ら

れ
ま
せ
ん
。
旦
那
、
お
寒
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
し
め
な
さ
い
ま
し
。
・
・
・
・
・
・
そ
ち
こ
ち
御
註
文
の
時
刻
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
何
か
、
不
手
際
な

も
の
で
も
見
繕
っ
て
差
し
上
げ
ま
す
j

「
都
合
が
つ
い
た
ら
、
き
み
が
来
て
一
杯
、
ゆ
っ
く
り
つ
き
合
っ
て
く
れ
な
い
か
。
・
・
・
・
・
・
私
は
夜
ふ
か
し
は
平
気
だ
か
ら
、
い
っ
し
ょ
に
・
・
・
・
・
・

か

力

9

こ
こ
で
飲
ん
で
い
た
ら
、
い
く
ら
か
案
山
子
に
な
る
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
」

「1

結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
•
•
•
も
う
台
所
は
片
附
き
ま
し
た
、
追
っ
つ
け
伺
い
ま
す
。
ー
_
|
い
た
ず
ら
な
餓
鬼
ど
も
め
」

に
ら

と
、
あ
と
を
口
こ
ご
と
で
、
空
を
貌
み
な
が
ら
、
枝
を
ざ
ら
ざ
ら
と
潜
っ
て
行
く
。

境
は
、
し
か
し
、
あ
と
の
窓
を
閉
め
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
く
細
目
に
は
引
い
た
が
。

1

実
は
、
雪
の
池
の
こ
こ
へ
来
て
幾
羽
の
鷺

9
9
 

の
、
魚
を
狩
る
状
を
、
さ
な
が
ら
、
矩
撻
で
見
る
お
伽
話
の
絵
の
よ
う
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
す
わ
と
言
え
ば
、
追
い
立
つ
る
と
も
、
驚
か
す

と
も
、
そ
の
場
合
の
こ
と
と
し
て
・
・
・
・
・
・
第
一
気
も
そ
ぞ
ろ
な
こ
と
は
、
二
度
ま
で
湯
殿
の
湯
の
音
は
、
い
ず
れ
の
隙
間
か
ら
か
雪
と
と
も
に
、

•
ぶ

鷺
が
起
ち
込
ん
で
浴
み
し
た
ろ
う
、
と
そ
う
さ
え
思
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

の

ぞ

わ

き

っ

そ
の
ま
ま
じ
っ
と
覗
い
て
い
る
と
、
薄
黒
く
、
ご
そ
ご
そ
と
雪
を
踏
ん
で
行
く
、
伊
作
の
袖
の
傍
を
、
ふ
わ
り
と
巴
の
提
灯
が
点
い
て
行
く
。

お
お
今
、
窓
下
で
は
提
灯
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
、
そ
れ
に
、
も
う
や
が
て
、
庭
を
横
ぎ
っ
て
、
濡
縁
か
、
戸
口
に
入
り
そ
う
だ
、

ヘ
だ
た

と
思
う
ま
で
距
っ
た
。
遠
い
ま
で
小
さ
く
見
え
る
、
と
し
ば
ら
く
し
て
、
ふ
と
あ
と
へ
戻
る
よ
う
な
、
や
や
大
き
く
な
っ
て
、
あ
の
土
間
廊
下

の
外
の
、
萱
屋
根
の
つ
ま
下
を
す
れ
ず
れ
に
だ
ん
だ
ん
此
方
へ
引
き
返
す
、
引
き
返
す
の
が
、
気
の
せ
い
だ
か
、
い
つ
の
間
に
か
、
中
へ
は
い

っ
て
、
土
間
の
暗
が
リ
を
点
れ
て
来
る
。
・
・
・
・
・
・
橋
が
か
り
、
一
方
が
洗
面
所
、
突
当
り
が
湯
殿
・
：
・
・
・
ハ
テ
ナ
と
ぎ
ょ
っ
と
す
る
ま
で
気
が
つ
い

た
の
は
、
そ
の
点
れ
て
来
る
提
灯
を
、
座
敷
へ
振
り
返
ら
ず
に
、
逆
に
窓
か
ら
庭
の
方
に
乗
り
出
し
つ
つ
見
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ト
タ
ン
に
消
え
た
。
！
~
頭
か
ら
ゾ
ッ
と
し
て
、
首
筋
を
硬
く
振
り
向
く
と
、
座
敷
に
、
白
鷺
か
と
思
う
女
の
後
ろ
姿
の
頸
脚
が
ス
ッ
と
白

違
棚
の
傍
に
、
十
畳
の
そ
の
辰
巳
に
据
え
た
、
姿
見
に
向
か
っ
た
、
う
し
ろ
姿
で
あ
る
。
…
…
湯
気
に
山
茶
花
の
憎
れ
た
か
と
思
う
、
濡
れ

あ

い

ね

ず

み

し

ま

こ

も

ん

と

き

い

る

だ

て

ま

た
よ
う
に
、
し
っ
と
り
と
身
に
つ
い
た
藍
鼠
の
縞
小
紋
に
、
朱
鷺
色
と
白
の
い
ち
松
の
く
つ
き
り
し
た
伊
達
巻
き
で
乳
の
下
の
総
れ
る
ば
か
り
、

消
え
そ
う
な
弱
腰
に
、
裾
模
様
が
軽
く
靡
い
て
、
片
膝
を
や
や
浮
か
し
た
、
棲
を
友
染
が
ほ
ん
の
り
溢
れ
る
、
露
の
垂
り
そ
う
な
円
儲
に
、
桔

梗
色
の
手
絡
が
青
白
い
、
浅
葱
の
長
襦
袢
の
裏
が
な
ま
め
か
し
く
掴
ん
だ
白
い
手
で
、
刷
毛
を
優
し
く
使
い
な
が
ら
、
姿
見
を
少
し
こ
ご
み
な

り
に
覗
く
よ
う
に
し
て
化
粧
を
し
て
い
た
。

境
は
起
つ
も
坐
る
も
知
ら
ず
息
を
詰
め
た
の
で
あ
る
。

あ
わ
れ
、
着
た
衣
は
雪
の
下
な
る
薄
も
み
じ
で
、
膚
の
雪
が
、
か
え
っ
て
薄
も
み
じ
を
包
ん
だ
か
と
思
う
、
深
く
脱
い
だ
襟
脚
を
、
す
ら
り

か

み

て

の

ひ

ら

ふ

と
引
い
て
掻
き
合
わ
す
と
、
ぼ
っ
と
り
と
し
て
膝
近
だ
っ
た
懐
紙
を
取
っ
て
、
く
る
く
る
と
丸
げ
て
、
掌
を
拭
い
て
落
と
し
た
の
が
、
畳
ヘ

白
粉
の
こ
ぽ
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

9
ぬ

ず

ひ

と

は

だ

ま

が

と

め

さ

衣
摺
れ
が
、
さ
ら
り
と
し
た
時
、
湯
ど
の
で
き
い
た
人
膚
に
紛
う
留
南
奇
が
薫
っ
て
、

が
白
く
つ
や
つ
や
と
煙
管
が
黒
い
。

ト
ー
ン
と
、
灰
吹
き
の
音
が
響
い
た
。

き
っ
と
向
い
て
、
境
を
見
た
瓜
核
顔
は
、

〖
共
通D
】
近
代
文
学
（
五
味
渕
）

h u 

玄目
ぶ
ち
が
ふ
っ
く
り
と
、

専
門
科
目

藝

共
通
し

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

鼻
筋
通
っ
て
、

の
一
節
で
あ
る
。
信
州
を
旅
し
て
い
た
「
境
」

は
こ
の
宿
の
も
て
な
し
を
心
地
良
く
感
じ

文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ

少
し
斜
め
に
居
返
る
と
、

煙
草
を
含
ん
だ
。

吸
い
口

色
の
白
さ
は
凄
い
よ
う
。
ー
ー
気
の
籠
も
っ
た
優
し
い

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

修
土
課
程

-
0
 
＿
四
年
度
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眉
の
両
方
を
、
懐
紙
で
ひ
た
と
隠
し
て
、
大
き
な
瞳
で
じ
っ
と
視
て
、

「
．．．．． 
，
似
合
い
ま
す
か
J

と
、
に
っ
こ
り
し
た
歯
が
黒
い
。
と
、
に
つ
こ
り
し
な
が
ら
、
棲
を
合
わ
せ
ざ
ま
に
す
っ
く
り
と
立
っ
た
。

が
伸
び
た
。

お
ん
た

境
は
胸
が
飛
ん
で
、
腰
が
浮
い
て
、
肩
が
宙
へ
上
が
っ
た
。
ふ
わ
り
と
、
そ
の
婦
の
袖
で
抱
き
上
げ
ら
れ
た
と
思
っ
た
の
は
、
そ
う
で
は
な

く
わ

い
、
横
に
口
に
引
き
衡
え
ら
れ
て
、
畳
を
空
に
釣
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

山
が
ま
っ
黒
に
な
っ
た
。
い
や
、
庭
が
白
い
と
、
目
に
遮
ぎ
っ
た
時
は
、
ス
ツ
と
窓
を
出
た
の
で
、
手
足
は
い
つ
か
、
尾
鰭
に
な
り
、

ぉ
ん
な

ぴ
ち
ぴ
ち
と
跳
ね
て
、
婦
の
姿
は
廂
を
横
に
、
ふ
わ
ふ
わ
と
欄
間
の
天
人
の
よ
う
に
見
え
た
。

白
い
森
も
、
白
い
家
も
、
目
の
下
に
、
た
ち
ま
ち
さ
っ
と
・
・
・
・
・
・
空
高
く
、
松
本
城
の
天
守
を
す
れ
す
れ
に
飛
ん
だ
よ
う
に
思
う
と
、

が
し
て
、
も
ん
ど
リ
打
っ
て
池
の
中
へ
落
ち
る
と
同
時
に
矩
撻
で
ハ
ッ
と
わ
れ
に
返
っ
た
。

池
に
お
び
た
だ
し
い
羽
音
が
聞
｛
：
え
た
。

こ
の
案
山
子
に
な
ど
追
え
る
も
の
か
。

っ

た

い

さ

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
、
蔦
の
血
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
青
い
呼
吸
を
つ
い
で
ぐ
っ
た
り
し
た
。

廊
下
へ
、
し
と
し
と
と
人
の
音
が
す
る
。
ハ
ッ
と
息
を
引
い
て
立
つ
と
、
料
理
番
が
膳
に
銚
子
を
添
え
て
来
た
。

「
や
あ
、
伊
作
さ
ん
。
」

だ
ん
な

「
お
お
、
旦
那
。
」

問
一
傍
線
部
「
矩
撻
で
ハ
ッ
と
わ
れ
に
返
っ
た
」
と
あ
る
が
、
「
わ
れ
に
返
」
る
前
に

追

っ

て

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

な

さ

い

。

一

、

問
二
こ
の
場
面
か
ら
読
み
取
れ
る
語
り
の
特
徴
や
表
現
上
の
工
夫
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

し』

専
門
科
目
＠
共
通
L 

「
境
」
が
体
験
し
た
こ
と
を
、
順
を

顔
が
鴨
居
に
、

〖
国
語
教
育
専
攻
〗

修
土
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

-
0
 

す
ら
す
ら
と
丈

＿
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

我
は

水
の
音

({....__, 
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題

番

号

研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏 名

[
専
門
科
目
]

修
土
課
程

1
0
 

般

【
国
語
教
育
専
攻
】

． 
外
国
学
生
入
学
試
験

裏
面
に
続
く

解
答
用
紙

＿
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

II 大学記入欄
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→ 

J
こ
ま
で

裏
面
を
使
用
す
る
場
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

→ 

← 

← 



← 

← 

裏
面
に
続
く

共
通

（
 

、
＼
ー
／

問
題
番
号

研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏 名

[
専
門
科
目
]

修
士
課
程

大学記入欄

1
0
 

般． 
【
国
語
教
育
専
攻
】

外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

一
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科



→ 

J
こ
ま
で

→ 

← 

裏
面
を
使
用
す
る
賜
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

← 
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